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高
度
経
済
成
長
時
代
に
建
設
さ
れ
た
団
地
は
、

当
時
最
先
端
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
憧

れ
の
住
ま
い
で
し
た
が
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
、多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な

ど
、こ
れ
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
団
地
へ
の
再

生
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、こ
れ
ま
で

の
団
地
再
生
で
進
め
て
き
た
建
替
え
や
住
戸
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
加
え
、U
R
都
市
機
構
で
は「
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
計
画
1（
住
棟
単
位
で
の
改
修
技
術
の
開

発
）」を
民
間
事
業
者
と
の
共
同
研
究
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ひ
ば
り
が
丘
団
地（
東
京
都
東
久
留
米
市
）に
続

い
て
試
験
施
工
を
行
っ
て
き
た
向
ヶ
丘
第
一
団
地
で

は
、団
地
の
魅
力
を
活
か
し
た
ス
ト
ッ
ク
再
生
手
法

を
追
求
し
ま
し
た
。7
月
か
ら
現
地
公
開
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
是
非
現
地
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。編集後記

　昭和初期より成田山表参
道で土産物販売をしていた
老舗。平成10年より奥の庭
で始めたお茶処が好評。写
真はお庭に向かう石畳の細
い通路。

三芳家
（千葉県成田市）

ＵＲ  環境報告書 検索 してください。で

ご 案 内ご 案 内

http://www.ur-net.go.jp/e-report/

ＵＲ  まちづくり 検索 してください。で

http://www.ur-net.go.jp/shiensenmonka/

平
成
22
年
版 

環
境
報
告
書

ま
ち
・
住
ま
い
と
環
境

　

本
年
は
、特
集
の
テ
ー
マ
を「
低
炭
素
社
会

に
向
け
た
U
R
都
市
機
構
の
取
組
」及
び「
生

物
多
様
性
と
ま
ち
づ
く
り
」と
し
、低
炭
素
型

の
都
市
・
地
域
づ
く
り
や
生
物
多
様
性
の
保

全
・
再
生
が
進
め
ら
れ
る
中
、U
R
都
市
機
構

の
果
た
す
べ
き
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
上
げ

ま
し
た
。

　7月17日、都心と成田空港を最速36分で結ぶ
「成田スカイアクセス」が開業しました。この夏
休みに新型スカイライナーを利用して成田空港
から海外に旅立たれた方もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。都心や空港からのアクセスが
良くなったことで、沿線地域「東京⇔成田ＳＫＹ
ＧＡＴＥシティ」の中心を担う千葉ニュータウン
は、自然に囲まれた住環境、地盤が固く災害に
強い安全な街、成田に近いグローバルな街とし
て、今後ますます魅力が高まることが期待され
ます。
　今号から、前東京大学総長で三菱総合研
究所理事長の小宮山宏さんによる誌面講座、
世界に羽ばたく日本の若者をフォーカスした
「Theひと」シリーズが始まります。次号以降も
楽しみにしていただけると幸いです。
　今後ともＵＲ都市機構に変わらぬご理解とご
支援をいただきますよう、お願い申し上げます。

環境報告書は、下記のアドレスでもご覧いただけます。

ご 案 内ご 案 内

　

こ
の
制
度
は
、地
方
都
市
等
の
ま
ち
づ

く
り
支
援
の
質
の
向
上
と
高
度
化
を
図

る
た
め
、歴
史・文
化・観
光・都
市
デ
ザ
イ

ン・景
観・環
境・商
業
な
ど
各
分
野
の
専
門

家
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

の
行
う
ま
ち
づ
く
り
支
援
業
務（
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
）の
一
環
と
し
て
、地
域
の
個
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。ま
ち
づ
く
り
に
関
連

し
た
意
見
交
換・講
演・計
画
策
定
に
関
わ

る
ご
相
談
な
ど
、こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

「
U
R
ま
ち
づ
く
り
支
援
専
門
家
」制
度

実証試験により生まれ変わった住棟の一例
【26号棟】

団地の魅力を活かしたストック再生手法

情　報情　報

投
資
家
等
説
明
会
の
開
催

　

7
月
30
日（
金
）、借
入
金
融
機
関
、債
券
投
資
家
、

ア
ナ
リ
ス
ト
等
を
対
象
に
投
資
家
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
年
２
回
、定
期
的
に
説
明
会

を
開
催
し
て
お
り
、小
川
理
事
長
及
び
飯

原
理
事
長
代
理
か
ら「
平
成
21
年
度
決

算
」及
び「
都
市
再
生
機
構
を
巡
る
状

況
」な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

　

詳
し
く
は
下

記
の
ア
ド
レ
ス

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ＵＲ ＩＲ 検索 してください。でＵＲ 報酬 検索 してください。で

説明会の様子

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
役
員
の
報
酬
及
び

職
員
の
給
与
の
水
準
等
に
つ
い
て
、総

務
省
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度

役
職
員
の
報
酬・給
与
等

改修前

改修後

URまちづくり支援専門家

地方公共団体
まちづくり関係団体
権利者等

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

●観光による地域おこし
●歴史・文化資源を活かしたまちづくり
●都市デザイン・景観形成
●環境に配慮したまちづくり
●商業活性化

●地域産業の活性化
●福祉・医療・子育て支援
●地域交通
●ファイナンス・資産活用

等

コ
ー
ディ

   

ネ
ー
ト

コ
ー
ディ

   

ネ
ー
ト

意
見
交
換

講
演
会

計
画
策
定
支
援
等

まちづくりの様々なニーズ

相
談・依
頼

相
談・依
頼

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
1  

住
棟
単
位
で
の
改
修
技
術
の
開
発

向
ヶ
丘
第
一
団
地 

（
大
阪
府
堺
市
） 

ス
ト
ッ
ク
再
生
実
証
試
験

現地公開のお知らせ
公開期間　平成22年7月～平成23年2月まで
　　　　  月・火・木・金の週4日（但し祝日、盆、年末年始を除く）※
　　　　　　　※申し込み状況により公開日を変更させていただく場合があります。

時間・定員　午前A・B班（10：00～12：30）
　　　　　午後C・D班（14：00～16：30）　※各班定員１５名
申込方法　インターネットでの完全予約制です。
　　　　　詳しくはホームページをご参照ください。

ＵＲ 向ヶ丘 検索 してください。で

http://www.ur-net.go.jp/west/Renaissance/

配置図

28号棟

27号棟

26号棟

菜園付き住宅

階段広場

浴槽を再利用した共同花壇

一部減築してできた
ルーフテラス

増築した居室の上部につくら
れた縁側デッキ

28号棟1階

26号棟南側

27号棟北側

■ 階段室を活かしたエレベーター増築
■ 拡がりのある住空間・コミュニティを育む共用空間
　・居室・縁側デッキの増築
　・階段室の室内化によるメゾネット住宅
　・一部減築によるルーフテラス化、高天井化住宅
■ 設備配管の外部化
　・維持管理容易性の向上（メンテナンスデッキの設置）
■ 景観への配慮
　・勾配屋根の設置やファサードの分節化

テーマ ： 

サスティナブル・
コミュニティに
向けた団地再生

開会挨拶を行う
小川理事長

http://www.ur-net.go.jp/ir/info_toushika.htmlhttp://www.ur-net.go.jp/jkoukai/hoshusuijun.html


